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ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

吉
川
（
二
〇
〇
六
）
は
、
二
〇
世
紀
の
近
代
工
業
と
経
済
の
発
展
を
牽
引
し
た
、
「
拡
大
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
の
科
学
」
を
開

発
性
科
学
と
呼
び
、
二
一
世
紀
に
は
、
新
た
な
概
念
と
方
法
論
に
基
づ
い
て
、
環
境
の
時
代
の
精
神
を
牽
引
す
る
、
「
持
続
性
科
学

（
su
sta
in
a
b
ility

scien
ce）
」
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
本
稿
で
は
、
彼
の
言
う
「
環
境
の
時
代
」
を
「
心
と
環
境
の
時

代
」
に
、
ま
た
「
科
学
」
を
「
科
学
技
術
」
と
置
き
換
え
て
、
そ
れ
ら
と
今
後
の
大
学
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

二
モ
ー
ド
２
に
よ
る
領
域
横
断
型
研
究
に
よ
る
持
続
性
科
学
技
術
の
進
展

モ
ー
ド
２
の
科
学
と
は
、
社
会
に
解
放
さ
れ
た
科
学
研
究
、
す
な
わ
ち
、
市
民
、
産
業
界
、
政
府
の
専
門
家
等
が
対
等
な
立
場

で
参
加
し
て
、
複
合
的
問
題
を
解
決
す
る
、
新
し
い
知
識
生
産
方
法
・
科
学
方
法
論
で
あ
り
、
マ
イ
ケ
ル
・
ギ
ボ
ン
ズ
ら
（
一
九

九
七
）
に
よ
り
、
そ
の
呼
び
名
が
提
唱
さ
れ
た
。
モ
ー
ド
２
の
科
学
は
、
学
際
的
と
い
う
よ
り
は
領
域
横
断
的
・
超
学
的
（
ト
ラ

ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
）
で
社
会
問
題
解
決
的
で
あ
る
。

モ
ー
ド
２
の
科
学
で
は
、
現
実
社
会
の
比
較
的
大
き
な
問
題
、
た
と
え
ば
、
エ
イ
ズ
・
広
域
感
染
症
、
地
球
温
暖
化
、
砂
漠
化
、

W
eb
2.0
型
情
報
社
会
（
梅
田
、
二
〇
〇
六
；
梅
田
・
平
野
、
二
〇
〇
六
）
、
飢
餓
・
貧
困
・
戦
争
、
少
子
長
寿
化
等
の
社
会
的
、

公
共
的
ま
た
は
産
業
的
な
問
題
を
研
究
課
題
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
持
続
性
科
学
技
術
的
な
問
題
は
、
福
祉
、
環
境
・
資
源
、
医

療
、
公
共
政
策
、
政
治
・
経
済
、
食
料
生
産
な
ど
複
数
の
学
問
分
野
の
専
門
家
に
加
え
て
、
市
民
、
政
策
決
定
者
等
が
参
加
し
て
、

超
学
的
・
領
域
横
断
的
に
研
究
を
し
な
け
れ
ば
解
決
策
が
見
い
だ
せ
な
い
。

三
持
続
性
科
学
技
術
の
特
徴

持
続
性
科
学
技
術
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
特
徴
を
、
開
発
性
科
学
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
（
一
）
部

分
よ
り
全
体
を
、
競
争
よ
り
共
生
を
、
物
質
よ
り
心
の
豊
か
さ
を
、
中
央
集
権
社
会
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
、

拡
大
よ
り
も
適
正
規
模
を
重
視
し
、
W
eb
2.0
技
術
と
N
P
O
/
N
G
O
の
活
動
を
調
和
的
に
受
け
入
れ
る
。
（
二
）
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
遺
伝

情
報
を
伝
達
し
、
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
子
の
総
体
）
で
多
様
性
が
表
現
さ
れ
る
点
で
、
人
間
は
微
生
物
・
動
植
物
と
共
通
し
て
い
る
と
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一
は
じ
め
に

過
去
五
〇
年
間
に
科
学
と
技
術
（
以
下
、
科
学
技
術
、
人
文
社
会
に
関
わ
る
科
学
技
術
も
含
む
）
が
爆
発
的
に
進
展
し
、
そ
の

応
用
製
品
の
大
量
生
産
と
消
費
、
さ
ら
に
は
経
済
・
社
会
構
造
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
、

フ
ラ
ッ
ト
化
が
進
展
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
進
展
は
、
現
代
社
会
の
人
間
が
直
面
し
て
い
る
、
複
雑
な
社
会
状
況
・
環
境
状
況

下
に

お
け
る

各
種
の
心

理
ス
ト

レ
ス
に
関

連
す
る
、
「
心

身
の

健
康
」
あ
る
い
は
「

幸
福
感
」
に
関
す
る
問
題
の
解
決
に
必

ず
し

も
有
効
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
環
境
汚
染
、
資
源
枯
渇
、
気
候
変
動
、
社
会
格
差
増
大
等
の
地
球
規
模
的
な
問
題
は
依
然
と

し
て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

考
え
て
み
れ
ば
、
人
々
が
望
ん
で
い
る
人
間
の
「
生
活
の
質
の
向
上
」
や
「
真
の
幸
福
感
」
は
、
科
学
技
術
の
発
達
だ
け
で
は

も
た
ら
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
来
、
科
学
技
術
は
、
解
決
し
や
す
い
問
題
や
目
先
の
問
題
に
取
り
組
み
、
狭
い
分
野
・

地
域
に
お
け
る
個
々
の
難
問
を
数
多
く
解
決
し
た
が
、
地
球
全
体
、
社
会
全
体
、
人
間
全
体
を
覆
う
複
雑
か
つ
重
要
な
難
問
の
解

決
を
避
け
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
で
は
、
今
後
の
科
学
技
術
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
ま
た
、
大
学
教
育
は
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学
生
は
講
義
に
何
を
望
ん
で
い
る
か

～
開
発
性
科
学
か
ら
持
続
性
科
学
へ
～

古
在
豊
樹

（
千
葉
大
学
学
長
）
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る
か
は
、
今
後
の
科
学
技
術
方
法
論
の
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
今
後
の
大
学
教
育
の
課
題
で
も
あ
る
。
持
続
性
社
会
技
術
は
未
だ

構
築
の
途
上
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
教
員
が
学
生
に
「
体
系
的
に
教
え
る
」
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
持
続
性
社
会
技

術
の
構
築
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
学
生
の
成
長
を
支
援
し
つ
つ
、
彼
ら
と
協
働
し
て
、
モ
ー
ド
２
の
科
学
に
よ
る
領
域
横
断
型

（
超
学
的
）
研
究
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
た
め
の
組
織
は
、
オ
ー
プ
ン
志
向
、
ユ
ー
ザ
ー
基
点
、
分
散
化
、
知
識

共
有
、
民
主
的
対
話
、
協
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外
部
性
と
い
っ
た
、
W
eb
2.0
的
特
質
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
の
教
養
教
育
の
目
標
の
一
つ
は
、
モ
ー
ド
２
の
科
学
に
市
民
と
し
て
主
体
的
に
参
加
し
得
る
だ
け
の
教
養
を
学
生
に
身
に
付
け

て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
部
専
門
教
育
、
大
学
院
教
育
の
目
標
の
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
行
政
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、
専

門
家
の
側
か
ら
モ
ー
ド
２
の
科
学
に
主
体
的
に
参
加
し
得
る
専
門
的
・
職
業
的
な
ス
キ
ル
を
彼
ら
が
身
に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
教
員
の
動
き
は
、
大
学
に
お
け
る
学
部
を
超
え
た
共
同
教
育
研
究
を
必
然
的
に
引
き
起
こ
し
、
研
究
内
容
の
変
化
も
引
き
起
こ
す
。

「
モ
ー
ド
２
の
科
学
」
的
な
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
多
分
野
の
人
々
と
協
働
し
て
そ
の
問
題
解
決
に
の
め
り
込
ん
だ
学
生
は
、

自
身
の
視
野
を
広
げ
つ
つ
、
他
方
で
は
、
モ
ー
ド
１
の
科
学
の
特
定
の
分
野
の
理
解
の
必
要
性
を
感
じ
、
そ
れ
を
勉
強
す
る
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
モ
ー
ド
１
型
」
教
員
は
、
モ
ー
ド
１
型
の
勉
強
を
先
に
し
っ
か
り
し
て
か
ら
、
そ
の
次
に
、
モ
ー
ド
２

型
の
研
究
を
し
な
さ
い
、
と
言
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
モ
ー
ド
１
型
の
勉
強
を
し
た
の
で
は
、
視
野
が
狭
く
な
り
、
モ
ー

ド
２
型
の
問
題
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
モ
ー
ド
２
の
領
域
横
断
的
な
科
学
技
術
に
興
味
を
持
ち
、
ま
た
そ
れ
を

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
を
育
て
る
に
は
、
た
と
え
ば
、
大
学
が
モ
ー
ド
２
的
な
研
究
課
題
を
い
く
つ
か
掲
げ
て
、
専
門

を
問
わ
ず
、
学
生
・
教
員
・
市
民
の
参
加
者
を
募
る
、
な
ど
の
数
多
く
の
授
業
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

専
攻
分
野
が
異
な
る
人
々
、
文
化
が
異
な
る
人
々
に
よ
る
共
同
研
究
は
、
持
続
性
社
会
技
術
の
進
展
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
先
端
専

門
分
野
の
進
展
に
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
示
し
て
い
る
。
大
学
の
教
員
は
、
自
身
が
指
導
す
る
学
生
達
が
自
身
と
同
じ
専
門
分

野
の
知
識
だ
け
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
、
そ
の
専
門
分
野
に
限
っ
て
も
教
員
以
上
に
伸
び
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
し
て
や
新
し
い
分
野
を
築

い
て
い
く
に
は
、
教
員
と
異
な
る
分
野
・
文
化
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
多
様
性
は
進
化
の
必
要
条
件
で
あ
る
こ

と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
項
に
関
す
る
詳
細
と
引
用
文
献
は
、
h
ttp
:/
/
w
w
w
.ch
ib
a
-u
.jp
/
m
essa

g
e/
p
resid

en
t/
id
ea
s/

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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の
認
識
を
持
つ
（
中
村
、
二
〇
〇
四
）
。
人
間
の
ゲ
ノ
ム
に
は
過
去
三
七
億
年
の
自
然
が
内
在
し
、
そ
の
内
な
る
自
然
と
外
な
る

自
然
と
の
調
和
を
重
視
す
る
。
（
三
）
曖
昧
・
異
質
・
矛
盾
・
対
立
は
生
産
効
率
と
成
長
を
抑
制
す
る
場
合
が
あ
る
も
の
の
、
他

方
で
は
、
そ
れ
ら
は
創
造
性
・
多
様
性
・
個
性
を
増
し
て
、
そ
の
こ
と
が
人
類
を
含
む
生
態
系
全
体
の
営
存
性
を
増
し
、
進
化

（
ev
o
lu
tio

n
）
を

促
す
こ
と
を
人
類
の

智
慧
と
し
て

受
け

入
れ
る
。
（
四
）

西
洋
科
学
で
は

取
り

扱
う
こ
と
を

避
け
て
き
た
、
多
変

量
か
ら
な
り
、
構
造
と
特
性
が
時
間
変
化
す
る
、
複
雑
な
動
的
シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
す
る
。

四
大
学
に
お
け
る
持
続
性
科
学
技
術
の
教
育
研
究
に
向
け
て

次
世
代
の
社
会
な
ら
び
に
科
学
技
術
を
主
に
担
う
の
は
現
在
の
学
生
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
持
続
的
社
会
や
持
続
的
科
学
技

術
（
以
下
、
両
者
を
併
せ
て
「
持
続
性
社
会
技
術
」
と
呼
ぶ
）
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
に
学
生
を
育
て
る
こ
と
は
、

今
後
の
大
学
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。
他
方
、
時
代
の
変
化
を
感
覚
的
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
は
、
従
来
の
古
典
的
な

教
養
や
開
発
性
科
学
的
な
教
養
科
目
・
専
門
科
目
だ
け
で
な
く
、
今
の
時
代
と
地
域
に
特
有
な
側
面
す
な
わ
ち
持
続
性
社
会
技
術

も
身
に
付
け
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
教
育
に
意

欲
と

能
力
を
も
つ
教
員
で
も
、
「

開
発
性
社
会
技
術
」
か
ら
持

続
性
社
会
技
術
へ
の
変
化
に
自
身
の
教
育
研
究
内
容
を
対
応
さ
せ
ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
が
多
い
。「
教
養
」
と
は
、「
自
分
の
人
生

を
選

択
し
、

切
り

拓
く
力
」
（

絹
川
、
二
〇
〇

六
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
持
続
性
科
学
技
術
の

修
得
は
、
教
養
の
重
要
部
分
を

占

め
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
教
育
、
大
学
院
教
育
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
心
と
環
境
の
時
代
を
感
じ
て
い
る
学
生
が
現
在
の
大

学
の
授
業
に
対
し
て
学
習
動
機
が
高
ま
ら
な
い
の
は
、
大
学
の
授
業
が
未
だ
に
開
発
性
社
会
技
術
に
も
と
づ
き
、
持
続
性
社
会
技

術
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
一
因
で
あ
る
。

学
生
の
学
習
動
機
と
教
員
の
教
育
動
機
の
不
一
致
あ
る
い
は
学
ぶ
者
と
教
え
る
者
の
価
値
観
の
不
一
致
に
よ
り
、
入
学
時
に
は

学
習
意
欲
が
高
か
っ
た
学
生
で
さ
え
、
大
学
の
教
科
を
主
体
的
に
学
習
す
る
意
欲
を
失
い
、
受
講
の
目
的
を
単
位
や
卒
業
資
格
の

取
得
に
矮
小
化
し
が
ち
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
講
義
中
の
お
し
ゃ
べ
り
、
居
眠
り
、
遅
刻
・
早
退
・
欠
席
、
不
登
校
が
増
え
る
。

こ
の
動
機
の
不
一
致
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。

持
続
性
社
会
技
術
の
構
造
と
方
法
論
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
、
開
発
性
社
会
技
術
の
過
去
の
成
果
と
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
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